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Web会議システムを活用した英会話のレッスン。パソコンの画面には、留学生２名と生徒１名の顔が映っています。

11月25日（水）と12月2日（水）、２年生が新潟大学の留学生を相手に、オンラインでの英会話を体験しました。

留学生との交流は例年行っているのですが、今年度は感染症対策としてWeb会議システムを活用することにしまし

た。カメラを設置したパソコンの前に座った生徒が留学生と英語で会話します。その映像がコンピュータ教室の

すべてのパソコンに配信されるシステムです。生徒たちは、緊張しながらも、初めての試みに目を輝かせながら

取り組んでいました。懸命に英語で表現している仲間の様子を見て、生徒の多くが刺激を受けたのではないでしょ

うか。この活動は、12月7日（月）～9日（水）に実施したブリティッシュ・ヒルズ語学研修の事前学習として行

われました。

以下に、１年前にＢＨを経験した現３年生の、後輩たちに向けたメッセージを紹介します。

パソコンの画面に映った留学生に向けて、準備してきた内容を英語で伝える生徒たち。

〔後輩へのメッセージ：現３年生〕
● 最初は緊張するけど、行ってみると楽しくて英語が自然に出てくるから、心配しなくても大丈夫。● 英語で

話すのは、思いのほか楽しかった。緊張していると疲れてしまうだけ。吹っ切ってみると、意外と楽しいなと思

えた。● 自由時間は部屋になるべくいないで、マナーハウスに行ってＢＨの先生と会話した方がいいと思います。

● 英語だけじゃなく、家具などを見てみるのも面白いよ。● 私もそうでしたが、行く前は誰でも不安になり、ネ

ガティブな発想をするものです。だけど、いざ行ってみると、とっても楽しく、スタッフの方もみんな優しかっ

たです。帰ってくるときには、「まだいたい」って思うほど楽しかったです。● 自信をもって話してみてほしい。

あと、ディナーとか、すごくおいしかったです！● 外国人スタッフの方とたくさんしゃべろう！ＢＨでしか経験で

きないパブやカフェに行ってみよう！● 行く前よりも英語を聞き取れるようになる。前より少し英語を書けるよ

うにもなる。● 英語を聞いて理解するまでの時間が短くなった。分からない単語も、なんとなく理解できるよう

になる。● ＢＨで飲んだバタービールがものすごくおいしくて、心に残っている。エントランスを入った瞬間、

イギリスにいるような気分になった。道路標識も英語！


